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   There have been a few reports on the spontaneous rupture of renal cell carcinoma. A 67-year-
old female patient complaining of vomiting and severe abdominal pain was referred to our hos-

pital. Plain computerized tomography demonstrated large heterogenous mass in the right retro-
peritoneum. We suspected the hemorrhagic shock because of the rupture of the right kidney and 
therefore emergent laparotomy was performed. Simple nephrectomy for the right kidney was 

performed. A pathological report revealed renal cell carcinoma, granular cell subtype, grade 1, 
pT3a. The patient has been followed for one year and five months after the operation, there has 
been no evidence of local recurrence or distant metastasis of cancer. Thirteen cases of spontaneous 
rupture of renal cell carcinoma in the Japanese literature are reviewed. 

                                                (Acta Urol. Jpn. 41: 797-800, 1995) 
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緒 言

非外傷性腎自然破裂の原因として腎炎,腎 動脈瘤,

腎動脈硬化症,感 染,水 腎症などが報告 されている

が,腎 細胞癌が原因となることも稀ではなく本邦にお

いて13例 が報告されている.今 回われわれは非外傷性

腎細胞癌破裂例を経験 したので,本 邦報告例を中心に

若干の文献的考察を加えこれを報告する.

症 例

患者=67歳,女 性

主訴=右 腹部の疹痛および腹部腫瘤

既往歴:30歳,子 宮外妊娠.57歳,脳 血栓.60歳,

骨粗霧症.

家族歴:特 記すべきことなし

現病歴:1993年4月8日 肉眼的血尿認めるも放置.

翌 日午後8時 頃突然の嘔吐ならびに腹痛を訴え当院救

急外来を受診.受 診時すでにショック状態にありCT

にて血腫と考えられる右腎を巻き込んだ巨大な腫瘤を

認め緊急入院となった.

入院時現症:身 長145cm,体 重50kg,血 圧触診に

て64mmHg,脈 拍75回/分,体 温34.7℃,意 識混濁,

腹部は全体に膨満 し,右 腹部に弾性硬で圧痛のある腫

瘤を触知した.

入院時検査所見:末 梢血液検査では,赤 血球311×

104/mm3・ ヘモ グロビソ9・79/d1,ヘ マ トクリット
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30.3%,血 小板22.8×104/mm3と 軽度の貧血状態であ

った.白 血球15,920/mm3,白 血球分類 では好中球

86.2%と 核の左方移動が見られ た.血 液生化学では

LDHが7561U/1,ク レアチニンが1.5mg/d1と 上

昇 していた,出 血傾向は見 られ なか った,腹 部CT

では右腎周囲より腹部正中を越えて広がる内部不均一

な巨大な腫瘤を認め,後 腹膜腔血腫が疑われた(Fig,

1).入 院後 もショック状態の改善は見られず,深 夜の

ため検索不十分であったが,右 腎破裂による出血性シ

」ックを疑 い1993年4月10日,緊 急開腹術を施行 し

た.全 身麻酔下に仰臥位にて腹部正中切開を加え腹腔

内に達した,腹 腔内に出血は見 られなかった,上 行結

腸,横 行結腸は左側下方へ著明に圧排され,結 腸間膜

に後腹膜腔よりの血液浸潤をみた、上行結腸の外縁で

後腹膜を切開したところ,巨 大な凝血塊により右腎は

鑛灘
Fig.3.Histologicalfindi鳳gsofthere皿altumor

showgranularcellsubtype.

正中を越えて左側まで偏位していた.右 腎動静脈は巨

大な血腫のため容易に見い出せず,ま ず左腎静脈を確

認 した後,右 腎動静脈をそれぞれ結紮し右腎を摘出し

た.副 腎および凝血塊は摘出時一部残存したが,周 囲

リンパ節に明らかな転移所見は認めなかった.腎 門部

ならびに大動脈 リソパ節の摘出を行った.凝 血塊を含

めた出血量は2,300m1に も達 し術中計10単 位の輸血

を要 した.

摘出腎は,血 腫を含め1,400gで あ った.腎 被膜外

血腫は特に上極側を中心に存在した.正 常腎組織は下

極にみられるのみで,他 は腫瘍性病変および血腫で占

められていた.腫 瘍は腎上極部にて破裂したようで,

腫瘍内にも血腫をつくり外部 との交通 が見 られた

(Fig.2).病 理 診断は,腎 細 胞癌a是veolartvpe,

commontvpeのgranularcellsubtype,gradel,

pT3aで あった.腎 門部ならびに大動脈周囲 リンパ節

に明らかな転移はなかった(Fig,3).

また全身検索において肺,肝 および骨に転移はなか

った.術 後順調 に経過 しテガフールウラシル,α 一イ

ソターフェロソによる後療法を追加 し術後34病 日に退

院した.退 院後約2カ 月目に腎機能障害,眩 量により

後療法を中止した.ま た3カ 月後,脳 梗塞をおこし軽

度の構語障害,嚥 下障害を認めた.手 術後1年5カ 月

を経過するが,転 移は認めず外来にて経過観察中で

ある.

考 察

1965年 にJoachimら1)は 非外傷性腎自然破裂の分

類を示 し,1.腎 実 質の破裂,2.腎 孟の破裂,3.腎 実

質と腎孟の両方が破裂 した混合型と分類 した.さ らに

腎実質破裂を腎実質と腎被膜との間に限局するものを

腎被膜下出血,腎 被膜外におよぶものを腎被膜外出血

に分類 した,今 回われわれの経験 した症例は,腎 実質

と腎孟の両方が破裂した混合型の腎被膜外出血であっ
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た,

非外傷性腎破裂をきたす原因疾患としては,腎 炎,

腎動脈瘤,腎 動脈硬化症,感 染,水 腎症などが報告さ

れているh:1-3),腎 腫瘍が原因となる報告 も少なくな

い.

1975年McDougalら は2),非 外傷性腎破裂78例

の検討を行い,原 因 につ いては腎腫瘍は45例(57.7

%)で そ の うち腎細胞癌は18例(23%),腎 血管筋脂

肪腫は9例(U.5%)な どであったと報告している.

1980年Novicki3)ら は,非 外傷性腎周囲血腫194例 に

ついて検討 し腎腫瘍は32例(16%)で あったと報告 し

ている.1990年 高橋 ら4)は本邦41例 の腎被膜下血腫を

集計 し,こ のうち4例(10%)が 腎癌によるものであ

ったと報告している.こ れらより非外傷性腎破裂の原

疾患として十分に腎腫瘍を考える必要があると思われ

る.

本邦における腎細胞癌の自然破裂例は.わ れわれの

調べえたかぎりにおいて自験例を含めて14例 の報告が

あった4}15).年 齢は33歳 か ら71歳 までで,平 均は50.7

歳.性 別は男性7例,女 性7例,患 側は右7例,左7

例で性別,患 側に差は見られなかった.症 状としては

肉眼的血尿,疹 痛,腹 部腫瘤が多 く,こ れらは腎細胞

癌の症状というよりは血腫によるものと考えられる.

出血部位別では被膜下出血をきた したものは9例,被

膜外出血をきたしたものは5例 であった.腎 被膜外出

血5例 のうち腹腔内出血を きた したのは3例 であっ

た.

近年画像診断の発達により腎周囲血腫ならびに腎腫

瘍の診断は容易になった.し か し自然破裂例では,腎

癌の診断は難 しくPollackら16)やMorettini7)ら は

アソギオグラフ ・一でも血腫のために腫瘍像がえられ

ない例が多いと報告 し,診 断には一層の注意が必要で

あるとしている.高 度の出血を伴う腎癌の自然破裂例

では,CT,ア ソギオクラフ ・一で も正確な術前診断

が難しいという報告が多い.今 回われわれが調べえた

14例 中,術 前に 腎細胞癌 と診断 しえたのは1例(7

%),腎 腫瘍と診断したのは10例(67%)の み であっ

た.非 外傷性腎破裂例で腎癌の除外診断ができないも

のに対 しては積極的な外科的治療が必 要と考え られ

る.

本邦報告例の治療方法としては,根 治的腎摘出術2

例,腎 摘出術10例,塞 栓術1例,血 腫除去術1例 であ

った.

一方良性腫瘍である腎血管筋脂肪腫では近年積極的

に動脈塞栓術などの保存的治療が行われるようになっ

てきている.今 回院内の設備上の問題により,止 むを
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えず腎摘出術を施行 したが,急 激に腎被膜外に出血を

きた してショックをおこした症例に対しては,ま ず止

血 目的に塞栓術を試み十分な検査の後治療法を選択す

べきではないかと思われる.

本邦報告14例 のうち11例 で予後調査が,可 能であっ

た.こ れらのうち術後転移または局所再発により死亡

したのは2例,転 移または局所再発を認めないもの9

例で,観 察期間は最短9ヵ 月,最 長15年(平 均6年6

ヵ月)で あった.腎 癌の自然破裂では腫瘍細胞が出血

に伴って播種する可能性はあるが,今 回の調査で比較

的予後は良好との結果であった.

結 語

今回われわれは自然破裂をきたした腎細胞癌の1例

を経験 し,若 干の文献的考察を加え本邦報告例の予後

調査を行った.そ の結果,自 然破裂例の予後は比較的

良好であるとの結果がえられたのは興味深いと思われ

た.最 後に今回予後調査に協力頂きました各施設の先

生方に心より謝意を表します.
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